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ATAC と厚労省 
「創薬エコシステム発展支援事業」の委託契約を締結 

 
先端技術の事業化・経営を行う株式会社先端技術共創機構（代表取締役︓川上登福、以下「ATAC」）と、

厚生労働省（以下、「厚労省」）は、2025 年６月 30 日、創薬エコシステム発展支援事業（以下、「本事業」）
に関し、委託契約を締結致しました。本事業を通じて、ATAC は大学等で創出された創薬シーズの早期実用化を
支援し、日本の創薬エコシステムの強化・発展に寄与してまいります。 

 
事業の背景と目的 
本事業は、厚労省が推進する日本発の創薬エコシステム構築に向けた取り組みの一環として、日本の優れた創

薬シーズのグローバル展開を視野に入れた実用化支援を行うものです。日本で創出された創薬技術を、産業化に
向けた段階まで橋渡しすることを目的としています。 

ATAC では、これまで、薬事・製薬・規制・治験・知財等の創薬に特化した専門家チームが、数々のアカデミアの
研究者の創薬シーズの創薬開発・事業化を支援してきており、本事業を通じて、これら活動を拡大・加速化すると
ともに、アカデミアの研究現場から創薬開発をつなぐ創薬エコシステムを日本に構築すること進めて参ります。 

 
ATACの本事業における取り組み 

ATACは、本事業において以下の取り組みを中心に展開します。 
 大学・研究機関等で創出された創薬シーズの発掘と選定 
 創薬シーズの TPP作成支援、開発状況の整理 
 エキスパートとの議論を通じたターゲットとすべき具体的な疾患やネクストアクションの見極め 
 規制対応、薬事戦略、知財戦略など創薬特有の課題に対する個別支援 
 資金調達支援およびパートナー探索支援 
 海外展開を視野に入れたグローバル戦略策定支援・ネットワークの構築支援 
ATACは、これらの支援を通じて、将来的に海外の創薬エコシステムとの接続も視野に入れ、日本発の創薬 
スタートアップ創出に貢献してまいります。 

 
創薬シーズの開発に携わっている方からのご相談は、随時受け付けております。 
下記 ATAC HP の Contact（お問い合わせ）より、ご連絡ください。 

 
【株式会社先端技術共創機構（ATAC）概要】 
主な事業内容 ︓ 先端技術の事業化・経営 

  研究・開発支援、会社設立・バックオフィス支援等 
主要株主 ︓ 株式会社 IGPI グループ 
代表者 ︓ 代表取締役 川上 登福 
会社 HP ︓ https://igpi-atac.co.jp/  

（本件に関するお問い合わせ先） 
株式会社先端技術共創機構（ATAC）広報チーム 

Email: info@igpi-atac.co.jp 
 

  


